
Ⅰ．はじめに

　スギ集団葉枯症は，九州の広域で発生しているスギの集団的な
衰退現象である。樹冠上部の旧葉が黄色もしくは赤褐色化して早
期に枯死・脱落する症状を特徴とし，発生原因解明のための調査
が進められている（4）。養分欠乏の点からみると，旧葉部分か
ら欠乏症状が現れるのは，植物体内での移動性に富む元素，たと
えばKやMgが不足した場合である（5）。１９７０年代にヨーロッパ
で発生したドイツトウヒの衰退症状も旧葉の黄化を特徴とし，
Mg欠乏が衰退の原因とされた（3）。
　前報（1，2）では，発生地の土壌はpH，交換性塩基が低いこ
とを明らかにし，土壌の低養分状態が葉枯症発生に関与している
可能性を示唆した。本研究では，症状の発生が土壌母材によって
異なる同一林分内の隣接地，および地域が異なる発生林分と未発
生林分において樹体の栄養状態を比較した。

Ⅱ．調査地と方法

　宮崎県松木は，林齢，品種が同一の林分で，表層地質の境界に
沿って発生区（チャート）と未発生区（石灰岩）が分れている
（1）。２００４年６〜７月に２mm以下の細根を，２００４年１０月に当年
生針葉を採取した。
　地域が異なる発生林分として熊本県水上，湯前，福岡県添田，
未発生林分として福岡県矢部（2）と支所立田山実験林において，
２００５年１０〜１１月に当年生および１年生針葉を採取した。
　針葉および細根は，乾燥・粉砕した試料を硝酸・過塩素酸に
よって湿式灰化した後，ICP発光分析法でCa，Mg，K含有量を
測定した。

　各試験地の養分含有量についてTukey’s HSD testによって有
意差検定を行なった。表－１，２，３における異なるアルファベッ
トの値間には有意差があることを示している（ｐ＜０．０５）。

Ⅲ．結　果

（１）同一林分内における比較
　松木では，発生区は未発生区に比べて，当年生葉のK含有量
が有意に低く，Caの含有量も低い傾向にあった（表－１）。細根
についても，発生区は未発生区に比べてKとCaの含有量が有意
に低かった（表－２）。Mgの含有量については，葉では発生区
と未発生区に違いはみられず，細根では未発生区よりも発生区で
高い傾向がみられた。
（２）地域の異なる発生林分と未発生林分の比較
　添田以外の発生林分（湯前，水上）は当年生葉のK含有量が
未発生林分よりも低かった（表－３）。１年生葉のK含有量も未
発生林分より発生林分で低かった。また，発生林分では，Kの当
年生葉に対する１年生葉の含有量比（１年/当年）が低い傾向に
あった。Mgについては，当年生葉および１年生葉の含有量に発
生林分と未発生林分とで明らかな違いはみられなかった。また，
Mgの１年/当年は，Kの場合とは逆に，発生林分で高い傾向に
あった。Caについては，当年生葉と１年生葉の含有量および１
年/当年に、発生林分と未発生林分とで明らかな違いはみられな
かった。

Ⅳ．考　察

　樹体の栄養状態については，松木の発生区では未発生区に比べ
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表－１．松木試験地における当年生葉の養分含有量
（n＝３，平均値（標準偏差））　　

未発生発生
４．６６（０．６３）a２．８５（０．６８）bK　　（mg g－１）
１．３７（０．３４）１．３０（０．２７）Mg（mg g－１）
１６．０（１．２）１１．８（３．２）Ca　　（mg g－１）

表－２．松木試験地における細根の養分含有量
（n＝３，平均値（標準偏差））

未発生発生
２．１８（０．２１）a１．３６（０．１７）bK　　（mg g－１）
１．０６（０．１７）１．６９（０．３８）Mg（mg g－１）
１３．２（１．１）a７．７２（０．８８）bCa　　（mg g－１）



て，葉や細根のKとCaの含有量が低かった。地域が異なる林分
における比較では，発生林分では１年生葉のKが少なく，当年
生葉に対する１年生葉のK含有量比も低かったことから、発生
林分のスギでは旧葉から新葉へのKの回収が大きい可能性があ
る。
　土壌の養分状態については，松木の発生区では未発生区に比べ
て，土壌の交換性Ca，Mg，Kが少なく（1），地域が異なる発生
林分と未発生林分の比較では，交換性Kが発生林分，未発生林
分ともに少なく，交換性Mgが発生林分で低い傾向にあった（2）。
そのため，土壌の低Mgと低Kが本症の発生原因として挙げられ
たが（2），今回の調査によって，発生林分では共通して樹体のK
の栄養状態が低下していることが示唆された。一方，MgやCa
には一定の傾向が見られなかったことから，樹体のMg，Caの栄
養状態と葉枯症の発生との関連は低いと考えられた。
　本研究から，本症の発生にはKの欠乏が関与していることが
考えられた。今後は，Kの栄養状態の低下はどのような林分（品
種、林齢等）で起こるのかを調査するとともに，Kの栄養状態が
低下するとなぜ衰退するのか，そのメカニズムについても検討す
る必要がある。
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表－３．異なる地域の発生林分と未発生林分における葉の養分含有量（n＝３，平均値（標準偏差））
未発生林分発生林分

立田山矢部添田水上湯前
４．０８（０．３２）ab５．９８（１．４６）a４．５７（０．１９）ab３．１４（０．４６）b３．３６（０．３３）b当年

K
（mg g－１） ３．５５（０．５０）ab４．４０（０．２７）a３．０５（０．１４）bc２．１９（０．３９）c２．２０（０．２６）c１年

０．８７（０．１０）０．７７（０．１２）０．６７（０．０４）０．６９（０．０２）０．６６（０．０２）１年／当年

２．０５（０．０９）２．６３（０．５０）２．４７（０．１４）２．０８（０．０８）２．５６（０．０９）当年
Mg

（mg g－１） １．５７（０．１２）１．９７（０．４７）２．０７（０．１１）１．７５（０．２０）２．１８（０．０８）１年
０．７６（０．０３）０．７５（０．０８）０．８４（０．０７）０．８４（０．１０）０．８５（０．０２）１年／当年

１４．１（　０．４）ab１２．５（　２．１）b１６．２（　１．７）a　８．６（　０．５）c　６．９（　０．４）c当年
Ca　

（mg g－１） １３．１（　０．８）bc１４．７（　３．６）ab１９．９（　２．６）a１０．４（　１．５）bc　７．８（　０．９）c１年
０．９３（０．０２）１．１６（０．１２）１．２４（０．２３）１．２１（０．１５）１．１２（０．０８）１年／当年




